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二
十
歳
に
な
っ
た
若
者
が
町
長
を
囲
み
、
愛
川
町
の
今
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
役
場
会
議
室
で
懇
談

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
１
月
に
行
わ
れ
た
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
担
っ
た
成
人
式
実
行
委
員

会
委
員
9
人
。

山口香織さん 「生まれ育った愛川町で、
小学校の先生になりたいと思っています。
今も母校でボランティアをしています。愛
川町の子供はとても素直で、生き生きとし
ていると思います。ぜひ、そんな愛川町で
働きたいと思います」

足立原千恵さん 「将来、図書館で読み聞
かせなどをやってみたいです」

井上　壮さん「愛川町のこれからの50年を
担う、責任ある大人になりたい。愛川町の
豊かな自然を生かした住みよい町になって
いることを願っています」

長谷川愛さん 「去年は十代最後の年とい
うことで、普通免許取得やアルバイト、成
人式実行委員会などの目標を持って過ごし、
自分なりに成長できた１年間でした。今年
はさらに成長できるよう、目標を持って過
ごしたいと思います」

山賀絵里さん「子供から見て、あんな大人
なりたいな、と思ってもらえるような、し
っかりとした大人になりたいです」

藤田　圭さん 「将来は教師になって老後
はゆっくりと愛川町で過ごしたいと思いま
す」

梅澤由香さん 「大学で福祉の勉強をして
います。将来は社会福祉士の資格を取り、
できれば愛川町の福祉に携わる仕事に就き
たいと思っています」

狩野亜樹さん 「懇談会に参加して、知ら
なかったことや感じなかったことを、あら
ためて意識しました。愛川町で育ったこと、
友達、地域の方々、すべてを自分の力にし
てこれからも頑張っていきたいです」

大矢貴裕さん 「20年間、愛川町に住み続
けて、この町の良い所も不便な所も見てき
ました。これからも愛川町が活気ある町に
なるよう、少しでも役に立てたらと考えて
います」

新
成
人
、

町
長
と
語
り
合
う

将来
やりたいことは？



3 2006.February3

町
長
●
本
日
は
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
の
将
来
を
担
う
、
若
い
皆
さ
ん
か
ら
見
た

愛
川
町
に
つ
い
て
、
率
直
な
ご
意
見
や
質
問
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

新
成
人
●
最
近
、
小
学
生
な
ど
が
被
害
に
遭
う

事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
う
し
た

事
件
を
防
ぐ
た
め
に
、
ど
ん
な
対
策
を
と
っ
て

い
ま
す
か
。

町
長
●
町
で
は
、
不
審
者
を
早
期
に
発
見
、
犯

罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
昨
年
７
月
か
ら
通
学

路
や
小
中
学
校
、
保
育
園
、
公
園
な
ど
の
周
辺

を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
で
も
パ
ト
ロ

ー
ル
を
普
段
の
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入
れ
、
犯

罪
を
防
ぐ
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
変
質
者
や
不
審
者
が
出
没
し
た
場
所

を
示
し
た
チ
ラ
シ
を
地
域
に
回
覧
す
る
な
ど
、

町
民
皆
さ
ん
に
防
犯
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
情
報
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

新
成
人
●
地
域
の
回
覧
板
は
、
家
族
全
員
が
見

る
前
に
回
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
の
で
、
町

か
ら
の
情
報
は
、
広
報
誌
な
ど
の
よ
う
に
各
家

庭
に
配
布
さ
れ
る
も
の
に
載
せ
た
方
が
効
果
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
子
供
の
安
全

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
は
、
学
校
で
配
布
す
る

方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長
●
重
要
な
お
知
ら
せ
は
、
新
聞
折
り
込
み

で
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
る
毎
月
１
日
発
行
の

「
広
報
あ
い
か
わ
」
や
、
各
地
区
の
役
員
さ
ん
に

配
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
毎
月
15
日
発
行
の

「
お
茶
の
間
通
信
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

親
し
み
や
す
い
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

目
を
通
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
成
人
●
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長
●
全
国
で
合
併
し
た
市
町
村
の
う
ち
、
９

割
を
超
え
る
市
町
村
が
財
政
的
な
問
題
で
合
併

し
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
は
、
国
か
ら
の
地
方

交
付
税
を
受
け
て
お
ら
ず
、
財
政
的
に
は
現
在

の
と
こ
ろ
心
配
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
に
つ
い
て
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
意
見
を

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
町
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
か
ら
、

最
終
的
な
判
断
で
あ
る
住
民
投
票
も
慎
重
に
考

え
る
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、
市
町
村
合
併
を
テ
ー
マ
に
行
っ
た

「
町
長
と
話
し
合
う
つ
ど
い
」
で
は
、
合
併
し
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
は
ほ
ん
の
少
数
で
し
た
。

新
成
人
●
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
で
す
が
、
高
校

生
は
自
転
車
で
通
学
し
て
い
る
人
が
多
く
、
そ

の
理
由
は
、
路
線
バ
ス
よ
り
も
自
転
車
の
方
が

早
く
着
い
て
便
利
だ
か
ら
で
す
。
一
方
で
バ
ス

利
用
者
が
減
少
す
る
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
路
線
バ
ス
の
本
数
が
減

っ
た
り
、
路
線
が
廃
止
さ
れ
た
り
し
な
い
た
め

に
は
、
急
行
バ
ス
を
設
け
る
な
ど
、
バ
ス
に
乗

る
メ
リ
ッ
ト
を
増
や
せ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
●
町
で
は
、
今
、
総
合
交
通
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
後
の

路
線
バ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
て

お
り
、
主
要
駅
ま
で
の
交
通
事
情
な
ど
を
勘
案

し
、
急
行
バ
ス
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新
成
人
●
相
模
原
方
面
へ
行
く
バ
ス
が
あ
り
ま

せ
ん
。
町
内
に
は
総
合
病
院
が
な
い
の
で
、
相

模
原
市
内
の
病
院
へ
通
う
た
め
に
も
相
模
原
方

面
へ
の
バ
ス
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
●
か
つ
て
、
相
模
大
野
駅
行
き
の
路
線
バ

ス
が
町
の
要
望
に
よ
り
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
赤
字
路
線
の
た
め
廃
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
北
里
大
学
病
院
な
ど
へ

の
通
院
に
は
大
変
不
便
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。

町
か
ら
一
番
近
い
駅
は
Ｊ
Ｒ
原
当
麻
駅
で
す

か
ら
、
そ
こ
へ
の
直
通
バ
ス
も
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
成
人
●
町
内
を
走
る
循
環
バ
ス
は
利
用
者
が

少
な
い
よ
う
で
す
か
ら
、
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長
●
町
内
循
環
バ
ス
の
運
行
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
路
線
バ
ス
と
と
も
に
、
総
合
交
通
計

画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
で
検
討
し
て

い
ま
す
。

町
内
循
環
バ
ス
は
現
在
、
無
料
で
利
用
で
き

ま
す
が
、
有
料
に
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
よ
り
良
い
方
向
を
見
い
だ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
意
見
な
ど
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
●
八
菅
方
面
か
ら
一
本
松
ま
で
は
、
坂

を
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
循
環
バ
ス

を
有
料
化
し
て
も
、「
愛
川
聖
苑
前
」
と
「
い
こ

い
の
森
」
に
は
今
ま
で
ど
お
り
停
車
し
て
ほ
し

い
で
す
。

町
長
●
分
か
り
ま
し
た
。
循
環
バ
ス
の
運
行
経

路
な
ど
を
見
直
す
際
に
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

か
な
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

新
成
人
●
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
交
差
点
付
近

で
の
選
挙
活
動
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
脇
見
運
転

で
交
通
事
故
が
起
き
た
り
す
る
の
で
危
険
で
す
。

町
長
●
路
上
で
選
挙
活
動
を
行
う
場
合
に
は
、

通
行
車
両
や
歩
行
者
の
安
全
を
第
一
に
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

選
挙
活
動
を
す
る
方
々
に
、
交
通
安
全
に
は

万
全
を
期
す
よ
う
、
選
挙
管
理
委
員
会
を
通
じ

て
指
導
し
ま
す
。

新
成
人
●
町
に
鉄
道
を
引
く
こ
と
を
希
望
し
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
わ
た
し
は
、
町

の
自
然
を
守
る
た
め
、
鉄
道
の
誘
致
に
は
反
対

で
す
。

町
長
●
町
に
は
鉄
道
が
な
い
た
め
、
他
市
の
よ

う
な
急
激
な
宅
地
開
発
や
人
口
増
加
が
起
こ
ら

ず
、
自
然
が
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
面
も
あ
り

ま
す
。

鉄
道
誘
致
に
対
す
る
考
え
は
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
違
う
と
思
い
ま
す
の
で
、「
反
対
」
と
い
う
の

も
貴
重
な
ご
意
見
だ
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
●
町
が
便
利
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
、

町
の
貴
重
な
自
然
を
残
す
こ
と
は
相
反
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
愛
川
町
は
今
後
、
ど
の
よ

う
な
姿
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長
●
町
の
将
来
像
は
、
町
総
合
計
画
の
中
に

詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
総
合
計
画
は
、
将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
た
中
で
の
計
画
で
あ
り
、
簡
単
に
変
え
る
べ

き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
町
民
皆
さ

ん
と
よ
く
議
論
し
、
町
総
合
計
画
を
基
本
と
し

て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

参
加
者
全
員
●
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。



所
得
税
の
確
定
申
告
の

必
要
な
方

確
定
申
告
は
、
１
年
間
の
所
得
と
税
額
を

申
告
し
納
税
す
る
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
方

は
申
告
が
必
要
で
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
り
、

所
得
の
合
計
額
が
配
偶
者
・
扶
養
な
ど
の

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方
。

②
給
与
の
年
間
収
入
額
が
２
千
万
円
を
超
え

る
方
。

③
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る

方
。

④
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

方
。

⑤
不
動
産
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
資
産
を

譲
渡
し
た
方
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
定
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
所
得
税
の
確

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
入
力
画
面

の
手
引
き
に
沿
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
る

と
、
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
確
定
申
告
書
は
、
税
務
署

へ
提
出
で
き
ま
す
。

●
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp
/

日
曜
日
に
も
受
け
付
け

厚
木
税
務
署
で
は
、
確

定
申
告
書
作
成
の
ア
ド
バ

イ
ス
お
よ
び
申
告
書
の
受

け
付
け
を
、
次
の
日
曜
日

に
も
行
い
ま
す
。

町
県
民
税
の
申
告
の
必
要
な
方

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住
所

な
ど
が
あ
り
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

る
方
の
ほ
か
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
町
県

民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
昨
年
中
に
金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
所

得
の
あ
っ
た
方
。（
給
与
所
得
だ
け
で
、

給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
町
へ
提

出
さ
れ
る
方
は
除
く
）

②
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
っ

た
方
。

③
所
得
税
の
申
告
義
務
の
な
い
方
で
、
医
療

費
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
を
受
け
る
方
。

④
税
法
上
、
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い
方
。

（
昨
年
中
に
全
く
収
入
が
な
か
っ
た
方
も
、

非
課
税
証
明
書
の
発
行
や
国
民
健
康
保
険

税
の
算
定
、
児
童
手
当
支
給
の
際
な
ど
の

資
料
と
な
り
ま
す
の
で
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
）

※
町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

前
年
の
課
税
を
基
に
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
郵
送
し
ま
す
。

申
告
を
す
る
場
所
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今年も確定申告の時期が近づいてきましたが、準備はいかがでしょうか？
毎年、受付期限間近になると窓口が大変混雑しますので、
申告と納税はお早めにお願いします。
なお、厚木税務署では、申告納税の趣旨から、確定申告などの提出書類について、
自分で作成する「自書申告」を推進しています。

日　時 時　間 場　所
2月19日 午前９時
（日） ～正午 厚木税務署
2月26日 午後１時 本館2階
（日） ～５時

厚木税務署 愛川町役場4階申告会場
受付 午前9時～正午 午前8時30分～11時
時間 午後1時～5時 午後1時～4時

①営業、不動産所得などの申告をする方。 ①町県民税の申告をする方。
②外国籍の方。 ②年末調整の済んでいない給与所得の申告をする方。
③土地などの譲渡所得（分離課税）を申告する方。 ③給与を2カ所以上から受けている方。
④住宅借入金（取得）などを申告する方。 ④公的年金などの申告をする方。
⑤給与の年間収入額が2千万円を超える方 ⑤医療費控除の申告をする方。
⑥青色申告をする方。 ⑥書き上げた申告書の提出。
⑦退職所得の申告をする方。
⑧損失申告をする方。 上記以外の申告相談は、厚木税務署でお願いします。
⑨書き上げた申告書の提出。（郵送可）
・源泉徴収票　　　　　　　　　　　　　　　・生命保険料、損害保険料の控除証明書
・国民年金保険料などの控除証明書※注1 ・前年の申告書の控え
・印鑑、計算機、筆記用具など
・医療費控除の申告をする方は、必ず領収書の集計をしておいてください。
※注1 国民年金保険料、国民年金基金の掛け金に係る社会保険料控除の適用については、支払証明書の添

付などが必要になりました。

申
告
を
す
る
内
容

必
要
な
書
類

注
意
事
項

○
お
願
い

申
告
の
受
付
期
間
中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
厚
木
税
務
署
へ
は
バ
ス
な
ど
の
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
役
場
へ
車
で
お
越
し
の

際
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場
ま
た
は
文
化
会

館
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



知
っ
て
お
き
た
い
税
情
報

○
定
率
減
税
額
の
引
き
下
げ
（
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
）

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
定
率
減
税
額

が
、
次
の
よ
う
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
所
得
税
に
つ
い
て
は
平
成
18
年
分

（
来
年
の
確
定
申
告
分
）、
住
民
税
に
つ
い
て

は
平
成
18
年
６
月
徴
収
分
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。

○
老
年
者
控
除
の
廃
止
（
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
）

年
齢
65
歳
以
上
の
方
で
、
合
計
所
得
金
額

が
１，
０
０
０
万
円
以
下
の
方
に
係
る
老
年

者
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
の
算
出
方

法
の
改
正
（
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
）

65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

雑
所
得
の
算
出
方
法
が
改
正
さ
れ
、
次
の
通

り
と
な
り
ま
し
た
。

○
65
歳
以
上
の
方
に
係
る
非
課
税
措
置
の
廃

止
（
住
民
税
）

年
齢
65
歳
以
上
の
方
で
、
合
計
所
得
金
額

が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に
係
る
住
民
税
の

非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い

て
65
歳
以
上
の
方
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に
係
る
住
民
税

（
均
等
割
お
よ
び
所
得
割
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度
分
は
そ
の
３
分
の
２
を
減
額
、

平
成
19
年
度
分
は
そ
の
３
分
の
１
を
減
額

し
、
平
成
20
年
度
分
か
ら
全
額
課
税
と
な
り

ま
す
。
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申告書は自分で書いて
早めの提出を

所得税の確定申告・町県民税の申告
受付期間：2月16日（木）～3月15日（水）

所得税額の20％相当額
※20％相当額が25万円を超
える場合には25万円が限度

個人住民税所得割額の15％
相当額
※15％相当額が４万円を超
える場合には４万円が限度
額

個人住民税所得割額の7.5％
相当額
※7.5％相当額が２万円を超
える場合には２万円が限度
額

所得税額の10％相当額
※10％相当額が12.5万円を
超える場合には12.5万円が
限度

公的年金などの収入金額 公的年金などに係る雑所得

120万円まで 0円

120万円超330万円未満 収入金額― 120万円

330万円以上410万円未満 収入金額×75％― 37.5万円

410万円以上770万円未満 収入金額×85％― 78.5万円

770万円以上 収入金額×95％― 155.5万円

※平成17年分所得税、平成18年度住民税については、昭和16年1月
1日以前に生まれた方が対象。

所
得
税

改正前 改正後

住
民
税

問
い
合
わ
せ
◆

●
町
県
民
税
の
申
告
は

町
役
場
税
務
課
町
民
税
班
1（
内
線
）
２

３
１
・
２
３
２
・
２
３
９
（
有
線
）
４

８
５
１

●
所
得
税
の
確
定
申
告
は

厚
木
税
務
署
1（
２
２
１
）３
２
６
１

〒
２
４
３
―
８
５
７
７
　
厚
木
市
水
引

１
―
10
―
７



住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
と
地
域
や
町
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
町
民
皆
さ
ん
が
自
主

的
・
主
体
的
に
取
り
組
む
事
業
に

対
し
て
町
が
補
助
金
を
交
付
す
る

「
町
民
ア
イ
デ
ィ
ア
ま
ち
づ
く
り
事

業
」。
平
成
17
年
度
は
９
事
業
が
採

用
さ
れ
、
活
発
な
活
動
に
よ
り

次
々
に
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

●
善
意
の
循
環
シ
ス
テ
ム

構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
事
業

（
春
日
台
助
け
合
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ク
ラ
ブ
）

本
年
度
当
初
か
ら
10
月
末
ま
で
、

会
員
同
士
が
「
幸
」
券
を
利
用
し

て
、
善
意
の
交
換
・
循
環
を
図
る

助
け
合
い
の
シ
ス
テ
ム
を
試
行
。

会
員
も
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
も
試
行
し
な
が
ら
利
用
状

況
を
分
析
し
、
本
格
的
な
実
施
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ま
ち
点
検
事
業

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ま
ち
点
検
実

行
委
員
会
）

第
３
回
目
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・

ま
ち
点
検
を
昨
年
８
月
に
実
施
、

11
月
に
は
点
検
結
果
の
発
表
と
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
愛
川
中
学
校
の
生
徒
会
が
主

催
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
点
検
に
協

力
し
た
ほ
か
、
愛
川
東
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

春
日
台
身
障
福
祉
会
の
活
動
に
も

協
力
し
ま
し
た
。

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
各
団

体
か
ら
の
依
頼
も
増
え
「
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

●
大
塚
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド

（
大
塚
壮
青
会
）

７
月
と
12
月
に
は
花
を
植
え
替

え
、
担
当
を
決
め
て
の
水
や
り
な

ど
日
常
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
花
の
苗
代
を
節
約

す
る
た
め
、
葉
ボ
タ
ン
を
種
か
ら

育
て
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
町
民
と
外
国
籍
住
民
と
の
真
の

交
流
を
め
ざ
す
事
業

（
愛
川
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
）

９
月
に
文
化
会
館
で
「
交
流
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
満
員
の
来

場
者
に
対
し
、
多
文
化
の
交
流
・

共
生
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
地
域
に
根
付
い

た
交
流
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

●
愛
川
町
の
山
頂
標
識
・
案
内
板

の
設
置
事
業

（
愛
川
山
岳
会
）

12
月
ま
で
に
作
成
し
た
山
頂
標

識
や
案
内
板
を
、
会
員
が
自
ら
担

い
で
運
搬
し
、
山
頂
標
識
４
カ
所

と
案
内
板
９
カ
所
へ
の
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
見
晴
ら
し

台
の
調
査
、
整
備
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
半
原
い
こ
い
道
づ
く
り
事
業

（
す
み
れ
の
会
）

国
道
４
１
２
号
沿
い
馬
場
地
区

の
花
壇
は
、
県
に
も
協
力
を
要
請

し
修
復
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

夏
・
秋
の
花
の
植
え
替
え
、
担
当

個
所
を
決
め
て
の
清
掃
や
維
持
管

理
に
も
引
き
続
き
取
り
組
み
、
い

こ
い
の
道
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。花

を
植
え
込
む
際
に
は
、
一
年

草
と
併
せ
て
毎
年
咲
く
花
も
植
え

る
な
ど
、
事
業
費
削
減
の
た
め
の

工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

●
愛
川
町
特
産
品
「
愛
川
　
和
紙

細
工
」
推
進
事
業

（
芳
雅
美
術
工
芸
）

町
の
伝
統
工
芸
「
和
紙
」
の
技

術
者
と
合
同
で
の
体
験
講
習
会
を
、

本
年
度
初
め
て
実
施
し
、
地
元
産

業
と
の
連
携
に
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
県
立
あ
い
か
わ
公
園
の
ほ
か
、

東
名
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や

イ
ベ
ン
ト
「
秦
野
市
民
の
日
」
な

ど
で
も
展
示
販
売
を
行
う
な
ど
、

よ
り
幅
広
い
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。

●
ジ
ィ
ー
ジ
、
バ
ァ
ー
バ
の
杜
仲

茶
栽
培
事
業

（
愛
・
健
康
推
進
協
会
）

杜
仲
茶
の
成
分
分
析
を
行
い
、

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
農
産
物
の
認
証
、
栄

養
機
能
食
品
の
取
得
な
ど
を
経
て
、

11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
秦
野
市
民

の
日
」
で
初
め
て
販
売
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
お
茶
は
お
い
し
い
と

好
評
で
、
今
後
の
事
業
展
開
に
期

待
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
安
定
し
た
販
売
を
確
保
し

雇
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
お
も
ち
ゃ
の
修
理
事
業

（
春
日
台
お
も
ち
ゃ
の
病
院
）

月
に
２
回
、
町
内
の
施
設
を
巡

回
し
な
が
ら
お
も
ち
ゃ
の
病
院
を

開
院
し
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
通

じ
て
子
供
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
新
た
に
川
北
、
三
増
、
六

倉
地
区
で
も
開
院
し
ま
し
た
。
ま

た
、
修
理
を
実
施
す
る
ド
ク
タ
ー

２
人
を
研
修
に
派
遣
し
た
り
、
ス

タ
ッ
フ
や
ド
ク
タ
ー
の
募
集
を
し

た
り
と
、
安
定
し
た
活
動
基
盤
づ

く
り
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
企
画
政
策
課
企
画

政
策
班
1（
内
線
）
２
２
４

町政 情 報 館

町
民
ア
イ
デ
ィ
ア
ま
ち
づ
く
り
事
業

活
動
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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★
新規事業
★

と
ち
ゅ
う

ち
ゃ



だ
れ
も
が
心
豊
か
に
健
康
で
、

生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

町
で
は
、
平
成
17
年
度
〜
18
年
度

の
２
年
間
で
、
愛
川
町
健
康
プ
ラ

ン
を
策
定
し
ま
す
。

同
プ
ラ
ン
策
定
に
当
た
り
、
日

ご
ろ
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
づ

く
り
と
し
て
実
践
し
て
い
る
こ
と

や
健
康
に
関
し
て
の
ご
意
見
を
直

接
お
聴
き
す
る
、
町
民
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、「
地
域
の
健
康
助
っ

人
」
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
の
活

動
発
表
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

懇
談
会
終
了
後
、
血
液
さ
ら
さ

ら
度
（
加
速
度
脈
波
）
の
測
定
を
行

い
ま
す
。（
希
望
者
の
み
）

問
い
合
わ
せ
◆
健
康
づ
く
り
課
健

康
づ
く
り
班
1（
内
線
）
２
６
１

平
成
14
年
２
月
、
乗
合
バ
ス

事
業
の
規
制
緩
和
に
伴
い
、
町

内
の
路
線
バ
ス
再
編
が
進
め
ら

れ
、
一
部
の
路
線
で
は
運
行
回

数
の
削
減
や
系
統
廃
止
な
ど
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
16
年
10

月
か
ら
、
町
と
県
と
津
久
井
町

が
、
半
原
か
ら
三
ヶ
木
を
走
る

路
線
バ
ス
「
三
51
」
系
統
の
運

行
経
費
の
一
部
を
バ
ス
会
社
へ

補
助
す
る
こ
と
で
、
津
久
井
・

橋
本
方
面
へ
の
唯
一
の
路
線
が

確
保
さ
れ
、
現
在
も
引
き
続
き

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
利
用
者
の
減
少
に

よ
り
、
路
線
の
維
持
が
一
部
で

困
難
な
状
況
に
あ
る
中
、
町
で

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
町
民

皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
公
共
交

通
を
確
保
す
る
方
策
な
ど
を
含

め
た
総
合
交
通
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
公
共
交
通
の
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご

提
案
、
ご
質
問
な
ど
は
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
郵
送
や
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

企
画
政
策
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。総

合
交
通
計
画
策
定
の
様
子

は
、
広
報
あ
い
か
わ
で
毎
月
お

知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
交
通
計
画

ニ
ュ
ー
ス
「
す
む
〜
す
」
に
掲

載
し
各
地
域
へ
回
覧
し
ま
す
。

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
企
画
政
策
課
企
画

政
策
班
1（
内
線
）
２
２
４

総
合
交
通
計
画
へ
の
ご
意
見
◆

〒
２
４
３
―
０
３
９
２
愛
川
町

角
田
２
５
１
番
地
１
　
愛
川
町

総
務
部
企
画
政
策
課
企
画
政
策

班フ
ァ
ク
ス
（
２
８
６
）
５
０
２
１

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スseisaku@

tow
n.aikaw

a.kanagaw
a.jp

総
合
交
通
計
画
に
つ
い
て
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
◆http://w

w
w
.tow
n.

aikaw
a.kanagaw

a.jp/traffic/in

dex.htm
l

総
合
交
通
計
画
の
策
定
に
向
け
て
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バ
ス
路
線
の
確
保
や
町
内
循
環
バ

ス
の
運
行
形
態
な
ど
、
町
の
交
通
諸

問
題
や
、
総
合
交
通
計
画
案
の
検
討

を
行
う
愛
川
町
公
共
交
通
検
討
委
員

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
◆
２
人

応
募
資
格
◆
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

①
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の

方
や
、
町
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を

お
持
ち
の
方
な
ど
で
、
原
則
と
し
て

平
日
の
日
中
の
会
議
に
参
加
で
き
る

方

②
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委
員

で
な
い
方

③
町
職
員
お
よ
び
町
議
会
議
員
で
な

い
方

任
期
◆
平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平
成

20
年
３
月
31
日

謝
金
◆
会
議
１
回
に
つ
き
６，
０
０

０
円

会
議
開
催
予
定
◆
年
３
回
程
度

応
募
期
限
◆
２
月
24
日（
金
）ま
で

応
募
方
法
と
問
い
合
わ
せ
◆
企
画
政

策
課
に
備
え
付
け
の
応
募
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
申
込
書
を
取
り

出
し
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
1（
内
線
）

２
２
３
・
２
２
４

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

seisaku@

tow
n.aikaw

a.kanagaw
a.jp

愛
川
町
公
共
交
通
検
討
委
員
会
の
委
員
募
集

健
康
プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
の

町
民
懇
談
会

●町民懇談会日程

開催日時 会　場 対象地域
２月９日（木） ラビンプラザ 川北・宮本・原臼・
午後７時～９時 会議室 両向・細野・田代地区
２月10日（金） 文化会館３階 角田・三増・
午後７時～９時 大会議室 箕輪・小沢地区
２月13日（月） 春日台会館 六倉･大塚・春日台地区
午後７時～９時 ２階ホール
２月14日（火） レディースプラザ 上熊坂・熊坂・
午後７時～９時 多目的室 下谷八菅山地区
２月15日（水） 半縄公民館 二井坂・桜台・半縄・
午後７時～９時 坂本・桜台団地地区
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町政 情 報 館

１
月
７
日
、
角
田
下
箕
輪
の
消
防

訓
練
場
で
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め

式
が
開
催
さ
れ
、
消
防
功
労
者
に
対

す
る
表
彰
で
は
、
次
の
２
団
体
55
人

の
皆
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

●
愛
川
町
長
表
彰

優
良
分
団
表
彰

愛
川
町
消
防
団
第
３
分
団

●
愛
川
町
消
防
長
表
彰

一
般
初
期
消
火
等
協
力
者
表
彰

志
茂
清
政

●
神
奈
川
県
消
防
協
会
厚
木
市

愛
甲
郡
支
部
長
表
彰

団
体
表
彰

愛
川
町
消
防
団
第
１
分
団

功
績
表
彰

第
３
分
団
第
１
部
　
部
長
　
天
野

勉
▼
第
３
分
団
第
４
部
　
部
長
　
栗

山
英
明
▼
第
１
分
団
第
４
部
　
部
長

我
妻
広
之
▼
第
２
分
団
第
４
部
　
部

長
　
高
橋
篤
史
▼
第
１
分
団
第
３
部

部
長
　
木
藤
哲
也
▼
第
３
分
団
第
１

部
　
副
部
長
　
小
山
文
利
▼
第
３
分

団
第
４
部
　
副
部
長
　
吉
村
高
志
▼

第
１
分
団
第
４
部
　
副
部
長
　
宮
地

大
公
▼
第
１
分
団
第
３
部
　
副
部
長

井
上
原
希
▼
第
３
分
団
第
３
部
　
副

部
長
　
木
村
尚
行
▼
第
１
分
団
第
５

部
　
班
長
　
小
島
博
文
▼
第
２
分
団

第
１
部
　
班
長
　
佐
々
木
秀
幸
▼

第
２
分
団
第
１
部
　
班
長
　
宮
田
秀

朗
▼
第
３
分
団
第
３
部
　
班
長
　
宇

佐
美
浩
▼
第
２
分
団
第
３
部
　
班
長

諏
訪
部
知
保
▼
第
２
分
団
第
３
部

班
長
　
馬
場
康
之
▼
第
２
分
団
第
３

部
　
班
長
　
関
根
宏
昭
▼
第
３
分
団

第
１
部
　
班
長
　
鈴
木
重
信

●
愛
川
町
消
防
団
長
表
彰

消
防
団
員
功
績
表
彰

第
３
分
団
第
１
部
　
班
長
　
大
木

健
次
▼
第
３
分
団
第
１
部
　
班
長

海
藤
健
也

消
防
団
員
永
年
勤
続（
10
年
）表
彰

第
３
分
団
第
５
部
　
部
長
　
齋
藤

広
生
▼
第
３
分
団
第
３
部
　
部
長

茅
　
孝
之
▼
第
１
分
団
第
６
部
　
副

部
長
　
伊
從
正
一
▼
第
３
分
団
第
１

部
　
班
長
　
大
木
健
次
▼
第
３
分
団

第
１
部
　
班
長
　
海
藤
健
也

消
防
団
員
永
年
勤
続（
７
年
）表
彰

第
２
分
団
第
２
部
　
部
長
　
八
木

敬
徳
▼
第
３
分
団
第
２
部
　
副
部
長

山
田
　
禎
▼
第
２
分
団
第
２
部
　
副

部
長
　
中
溝
修
次
▼
第
３
分
団
第
２

部
　
班
長
　
篠
原
修
一
▼
第
３
分
団

第
２
部
　
班
長
　
足
立
原
健
▼
第
２

分
団
第
１
部
　
班
長
　
松
本
敏
信
▼

第
１
分
団
第
６
部
　
班
長
　
大
矢

睦
▼
第
２
分
団
第
４
部
　
班
長
　
高

橋
　
誠
▼
第
３
分
団
第
５
部
　
班
長

徳
田
浩
介
▼
第
３
分
団
第
３
部
　
班

長
　
柳
川
知
邦
▼
第
３
分
団
第
３
部

班
長
　
熊
坂
健
一
▼
第
１
分
団
第
３

部
　
班
長
　
早
田
和
紀
▼
第
３
分
団

第
５
部
　
班
長
　
幡
野
寿
也
▼
第
３

分
団
第
５
部
　
班
長
　
梅
澤
貞
人
▼

第
３
分
団
第
２
部
　
班
長
　
山
田
佳

年
▼
第
３
分
団
第
４
部
　
班
長
　
金

子
　
修
▼
第
１
分
団
第
２
部
　
班
長

石
山
孝
之
▼
第
１
分
団
第
４
部
　
班

長
　
小
倉
憲
一
郎
▼
第
１
分
団
第
６

部
　
班
長
　
古
座
野
靖
▼
第
１
分
団

第
３
部
　
班
長
　
後
藤
　
彰
▼
第
１

分
団
第
１
部
　
班
長
　
小
島
　
宏
▼

第
２
分
団
第
１
部
　
団
員
　
池
田

温
▼
第
１
分
団
第
５
部
　
団
員
　
山

田
昌
二
▼
第
２
分
団
第
３
部
　
団
員

関
根
康
生
▼
第
３
分
団
第
５
部
　
団

員
　
八
木
下
剛
▼
第
１
分
団
第
５
部

団
員
　
成
瀬
慎
一
郎
▼
第
３
分
団
第

４
部
　
団
員
　
大
野
幸
次

消
防
出
初
め
式
　
消
防
功
労
者
を
表
彰

身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど
障

害
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
共

通
の
制
度
の
下
で
一
元
的
に
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

同
法
に
よ
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
者
は
、
身
体
障
害

者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害

者
・
障
害
児
で
、
費
用
の
１
割

を
利
用
者
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
月
当
た

り
の
負
担
上
限
額
や
負
担
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
が
新
た
に
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

自
立
や
就
労
に
向
け
た
訓
練
な

ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
は
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
福
祉
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
福
祉
課
障
害
福
祉

班
1（
内
線
）
２
４
６
・
２
４
９

費
用
の
１
割
を
利
用
者
が
負
担

障
害
者
自
立
支
援
法
の

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
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町
と
県
で
は
、
一
人
暮
ら
し
老

人
や
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
皆
さ

ん
へ
、
町
営
水
道
料
金
ま
た
は
県

営
水
道
料
金
を
助
成
し
て
い
ま

す
。町

営
水
道
を
ご
利
用
の
方

町
営
水
道
を
利
用
し
、
表
に
該

当
す
る
世
帯
に
対
し
て
、
水
道
料

金
の
基
本
料
金
全
額
と
使
用
料
の

消
費
税
分
を
町
が
助
成
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
方
法
◆
水
道
料
金
領
収
書
・

印
鑑
･
振
込
先
の
分
か
る
も
の
、

表
の
４
〜
６
の
世
帯
は
証
書
、

７
・
８
・
10
の
世
帯
は
手
帳
を
お

持
ち
の
上
、
町
福
祉
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
６
〜
10
の
世
帯
で
平
成

17
年
１
月
１
日
現
在
、
愛
川
町
に

住
ん
で
い
な
い
世
帯
は
平
成
17
年

度
の
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

県
営
水
道
を
ご
利
用
の
方

県
営
水
道
を
利
用
し
、
表
の
３

〜
10
に
該
当
す
る
世
帯
、
ま
た
、

重
複
障
害
者
世
帯
（
中
軽
度
の
知

的
障
害
者
〈
Ｂ
１
・
Ｂ
２
〉
、
３

級
の
身
体
障
害
者
、
２
級
の
精
神

障
害
者
の
う
ち
、
２
つ
以
上
の
障

害
が
あ
る
方
）
は
、
県
営
水
道
の

福
祉
減
免
制
度
に
よ
り
、
水
道
料

の
基
本
料
金
と
使
用
料
の
消
費
税

分
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
人
暮
ら
し
老
人
世
帯
、

母
子
福
祉
手
当
受
給
世
帯
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
町
が
水
道
料

金
を
助
成
し
ま
す
の
で
、
町
福
祉

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
◆
上
下
水
道
料
金
領
収

書
（
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら

せ
）
お
よ
び
、
表
の
４
〜
６
の
世

帯
は
証
書
、
７
・
８
・
10
の
世
帯

は
手
帳
を
お
持
ち
の
上
、
最
寄
り

の
水
道
局
営
業
所
で
備
え
付
け
の

水
道
料
金
減
免
申
請
書
に
所
要
事

項
を
記
入
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。す

で
に
減
免
を
受
け
て
い
る
方

で
、
減
免
の
対
象
と
な
ら
な
く
な

っ
た
と
き
や
転
宅
の
場
合
は
、
水

道
局
営
業
所
ま
で
お
届
け
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
◆
町
営
水
道
に
つ
い

て
は
、
町
福
祉
課
社
会
福
祉
総
務

班
1（
内
線
）
２
４
４

県
営
水
道
に
つ
い
て
は
、
県
企
業

庁
水
道
局
厚
木
営
業
所
1
（
２
２

４
）
１
１
１
１

国
民
年
金
は
日
本
国
内
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
海
外
在
住
の
日

本
人
お
よ
び
日
本
国
内
に
住
む

60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
が
加

入
で
き
る
、
任
意
加
入
制
度
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
年
金
を
受
け

る
の
に
必
要
な
納
付
期
間
が
不

足
し
た
り
、
満
額
の
年
金
を
受

け
取
れ
な
い
方
で
年
金
の
額
を

増
や
し
た
り
し
た
い
方
、
ま
た

は
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る

方
の
た
め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
昭
和
30
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
の
65
歳
以
上
70
歳

未
満
の
方
で
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な

い
方
は
、
最
長
70
歳
ま
で
任
意

加
入
（
特
例
任
意
加
入
制
度
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
や
、
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
満
額
以
上
の
年
金
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

海
外
在
住
の
場
合
の

手
続
き
方
法

親
族
が
手
続
き
を
行
う
場
合

は
、
国
内
の
最
終
住
所
地
の
市

区
町
村
役
場
に
届
け
出
を
行
い
、

親
族
が
納
付
を
代
行
し
ま
す
。

届
け
出
窓
口
は
、
海
外
居
住
者

が
最
後
に
住
民
登
録
し
た
市
区

町
村
役
場
と
な
り
ま
す
。

国
内
に
親
族
が
い
な
い
場
合

は
、
社
団
法
人
日
本
国
民
年
金

協
会
に
加
入
手
続
き
と
納
付
行

為
を
依
頼
し
ま
す
。

帰
国
し
た
場
合
に
は
、
居
住

す
る
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場

で
国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
社
）
日
本
国
民
年
金
協
会

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
―

５
―
５

全
国
旅
館
会
館
ビ
ル
３
階

1
０
３
（
３
２
６
５
）
２
８
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://

w
w
w
.nenkin.or.jp/

問
い
合
わ
せ
◆
厚
木
社
会
保
険
事

務
所
1
２
２
３
―
７
１
７
１
ま
た

は
長
寿
課
国
民
年
金
班
1（
内
線
）

２
４
８

国
民
年
金

任
意
加
入
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

一
人
暮
ら
し
老
人
や
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の

皆
さ
ん
へ
水
道
料
金
を
助
成
し
ま
す

●助成対象
１ 一人暮らし老人世帯 65歳以上の一人暮らし老人世帯
２ 母子福祉手当受給世帯 町母子福祉手当を受けている世帯

３ 生活保護世帯
生活保護法による保護を受けている
世帯

４ 児童扶養手当受給世帯 児童扶養手当を受けている世帯

５
特別児童扶養手当受給

特別児童扶養手当を受けている世帯
世帯

６ 遺族基礎年金受給世帯
遺族基礎年金を受けている世帯で、
町民税が非課税または均等割のみ課
税された世帯

７ 知的障害者世帯
重度（Ａ１・Ａ２）の知的障害者が
いる世帯で、町民税が非課税または
均等割のみ課税された世帯

８ 身体障害者世帯
重度（１級・２級）の身体障害者が
いる世帯で、町民税が非課税または
均等割のみ課税された世帯

９ 寝たきり老人世帯
寝たきり老人がいる世帯で、町民税
が非課税または均等割のみ課税され
た世帯

10 精神障害者世帯
１級の精神障害者がいる世帯で、町
民税が非課税または均等割のみ課税
された世帯
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町政 情 報 館

町
で
は
、
財
政
状
況
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う

た
め
の
分
析
指
標
と
し
て
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
と

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
町
の
資

産
、
負
債
な
ど
の
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
、
資
金
を
何
に
使

っ
た
か
を
表
す
「
資
産
」
と
、
そ

の
資
金
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し
た

か
を
示
す
「
負
債
」「
正
味
資
産
」

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
「
資

産
」
＝
「
負
債
」
＋
「
正
味
資
産
」

の
関
係
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
資
産

の
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
町
民
へ

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
ど
れ
だ
け
の

費
用
（
コ
ス
ト
）
が
掛
か
り
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
な
歳
入
で
賄
っ
た

か
を
表
す
も
の
で
、
企
業
で
い
う

損
益
計
算
書
に
当
た
り
ま
す
。

負
債
額
は
少
な
く
資
産
が
多
い

平
成
17
年
３
月
末
現
在
、
町
の

資
産
は
約
５
６
９
億
円
（
町
民
１

人
当
た
り
１
３
３
万
円
）
で
、
こ

の
う
ち
町
民
が
将
来
負
担
す
る
額

の
負
債
は
約
86
億
円
（
20
万
円
）、

既
に
負
担
し
た
額
の
正
味
資
産
は

約
４
８
３
億
円
（
１
１
３
万
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
産
は
道
路
や
公
共
施
設
、
土

地
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
と
、
各

種
基
金
な
ど
の
現
金
や
預
金
な
ど

を
合
計
し
た
も
の
で
す
。
有
形
固

定
資
産
を
行
政
目
的
別
に
み
る

と
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
土
木
費

が
44
％
、
続
い
て
学
校
や
社
会
体

育
施
設
な
ど
の
教
育
費
が
30
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
負
債
は

地
方
債
や
退
職
給
与
引
当
金
な
ど

を
合
計
し
た
も
の
で
す
。

住
民
１
人
当
た
り
の
額
で
ほ
か

の
市
町
村
と
比
較
す
る
と
、
本
町

は
負
債
額
が
非
常
に
少
な
く
、
逆

に
正
味
資
産
や
資
産
の
額
は
、
県

下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
位
置
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
資
産
に
占
め
る

負
債
の
割
合
は
、
前
年
度
と
同
率

の
15
・
１
％
で
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
将
来
に
重
い
負
担
を
残
さ

ず
、
多
く
の
資
産
形
成
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

物
に
か
か
る
経
費
が
ト
ッ
プ

平
成
16
年
度
の
一
般
会
計
で

は
、
１
年
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

約
１
０
８
億
円
を
要
し
、
こ
れ
を

賄
う
収
入
合
計
が
約
１
０
２
億
円

で
し
た
。
こ
の
不
足
分
は
、
基
金

な
ど
の
一
般
財
源
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。

内
訳
で
は
、
物
件
費
や
維
持
補

修
費
な
ど
の
「
物
に
か
か
る
コ
ス

ト
」
が
約
42
億
と
最
も
多
く
、
次

い
で
人
件
費
な
ど
の
「
人
に
か
か

る
コ
ス
ト
」
が
約
34
億
と
な
っ
て

い
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
全
体

の
コ
ス
ト
は
、
約
２
億
３
千
万
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

内
訳
は
、
減
価
償
却
費
の
減
少
に

伴
い
「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」
が

約
３
千
万
円
の
減
少
、
公
債
費

（
利
子
分
の
み
）
な
ど
の
「
そ
の

他
の
コ
ス
ト
」
が
約
２
千
万
円
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、「
人
に

か
か
る
コ
ス
ト
」
が
約
８
千
万
円

の
増
加
、
福
祉
関
連
の
扶
助
費
な

ど
の
「
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
」

が
約
２
億
円
の
増
加
と
な
り
、
全

体
の
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
企
画
政
策
課
財
政

班
1（
内
線
）
２
２
２

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
あ
ら
ま
し

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
あ
ら
ま
し

●平成16年度バランスシート（要約） （単位：千円）

平成16年度 平成15年度 増　減

【資産合計】
56,967,187 57,255,870 △288,683
（1,332） （1,337） （△5）

1  有形固定資産
52,072,057 52,070,112 1,945
（1,218） （1,216） （2）

（うち土地）
21,046,279 21,016,420 29,859
（492） （491） （1）

2  投資等
2,502,445 2,887,638 △385,193
（58） （67） （△9）

3  流動資産
2,392,685 2,298,120 94,565
（56） （54） （2）

資産合計
56,967,187 57,255,870 △288,683
（1,332） （1,337） （△5）

借　　方

（ ）内は町民1人当たりの額。各年度3月31日現在の人口で算出。

1 人にかかるコスト（人件費、退職給与引当金繰入など） 3,449,557 （81） 3,371,603 （79） △77,954 （2）
2 物にかかるコスト（物件費、維持補修費、減価償却費） 4,242,688 （99） 4,272,075 （100） △ 29,387（△1）
3 移転支出的なコスト（扶助費、補助費など、繰出金、普通建設事業費※） 2,866,732 （67） 2,668,444 （62） △198,288 （5）
4 その他のコスト（災害復旧費、公債費（利子分のみ）、不納欠損額） 251,064 （6） 267,670 （6） △ 16,606 （0）

10,810,041（253） 10,579,792 （247） △230,249 （6）
1  使用料・手数料など（分担金及び負担金、財産収入、寄附金などを含む） 506,273 （12） 422,463 （10） △83,810 （2）
2  国庫(県)支出金 846,313 （20） 767,890 （18） △78,423 （2）
3  一般財源（地方税、地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金など） 8,836,603（206） 8,637,024 （202） △199,579 （4）

10,189,189（238） 9,827,377 （230） △361,812 （8）

平成16年度 平成15年度 増　減

【負債合計】
8,630,156 8,617,012 13,144
（202） （201） （1）

1  固定負債
7,876,247 7,884,564 △8,317
（184） （184） （0）

2  流動負債
753,909 732,448 21,461
（18） （17） （1）

【正味資産合計】
48,337,031 48,638,858 △301,827
（1,130） （1,136） （△6）

1  国庫支出金
4,936,053 4,910,783 25,270
（115） （115） （0）

2  県支出金
2,052,653 2,147,986 △95,333
（48） （50） （△2）

3  一般財源等
41,348,325 41,580,089 △231,764
（967） （971） （△4）

負債・正味資産 56,967,187 57,255,870 △288,683
合計 （1,332） （1,337） （△5）

貸　　方

行
政
コ
ス
ト

収
入
項
目

区　分 平成16年度 平成15年度 増　減

計

計

正味資産国庫（県）支出金償却額 389,088 391,216 △ 2,128
期首一般財源など 41,580,089 41,941,288 △ 361,199
期末一般財源など 41,348,325 41,580,089 △ 231,764

※普通建設事業費のうち、町の資産形成につながらない他団体などへの補助金などを計上。
（ ）内は町民１人あたりの額。各年度3月31日現在の人口で算出。

●平成16年度行政コスト計算書（要約）



町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
平
成
17
年
度
と
18
年
度
の
２

年
間
で
、
地
域
福
祉
計
画
（
町
の

行
政
計
画
）
と
地
域
福
祉
活
動
計

画
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

計
画
）
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
二
つ
の
計
画
に
町
民
皆
さ

ん
の
声
を
反
映
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
・
運

営
、
地
域
福
祉
懇
談
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
計
画
素
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
説

明
を
行
い
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
地
域
福
祉
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
福
祉
課
社
会
福
祉

総
務
班
1（
内
線
）
２
４
１
・
２
７

７
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平成17年中の火災発生状況

消 防 だ よ り 

平成17年中に町内で発生した火災は23件、中でも建
物火災が最も多く９件、次いで車両火災が６件でした。
出火原因では、「放火」「放火の疑い」が９件となっ
ています。放火の大半は盗難車両などで、夜間、人目
につきにくい場所で多く発生しています。
車両の管理には十分注意してください。

町を災害から守る消防団　団員を募集　
あなたも消防団の一員となり、「自分たちの地域を自
分たちで守る」活動をしませんか。
地域に密着している消防団は、地域防災の要として
各種災害から人命と財産を守り続けてきた歴史があり、
地域住民から深い信頼を得ています。
消防団は、消火活動をはじめ震災時の救出救護、風

水害時の水防活動のほか、いろいろな訓練や講習会を
受け、有事の際に備えています。
町の安全を守るためには、消防署員のみならず消防
団員の力が欠かせません。
地域を愛し、地域の安全安心の守り手として消防団
への入団を心からお待ちしています。

問い合わせ◆消防本部1（285）3131

地
域
福
祉
計
画
と

地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
の
た
め
の

地
域
福
祉
懇
談
会

開催日時 場　所 対象の地域

2月25日（土） レディースプラザ 中津・八菅山・棚沢地区
午後1時30分～ 1階第1・第2会議室 （中津小学校区・菅原小学校区）

2月26日（日） ラビンプラザ 半原・田代地区
午後1時30分～ 2階第1・第2会議室 （半原小学校区・田代小学校区）

3月4日（土） 文化会館 角田・三増・春日台・中津の一部地区
午後1時30分～ 3階会議室 （高峰小学校区・中津第二小学校区）
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今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦

してください。正解者の中から抽選で5人の方に、図

書カード（1,000円分）をプレゼントします。

応募方法◆町内に在住の方で、1人1通に限ります。は
がきに答え・住所・氏名・年齢・電話番号・本誌のご感

想を記入の上、お送りください。（ファクス可）

締め切り日◆2月6日（月）当日消印有効
あ　て　先◆〒243－0392 角田251－1

愛川町役場総務課広報広聴班

ファクス（286）5021

正解と当選者は3月1日号でお知らせします。

町では、町の資産や負債などの状況を明らかにする
「バランスシート」を作成しています。これによると、
平成１７年３月末現在、町の資産は569億円あります。
さて、町民1人当たりの資産は、次の①～③のうちど
れでしょうか。

①20万円　②113万円　③133万円

1月号の答えと当選者（敬称略） ■正解：③20歳 ■当選者：井村泰之・力武シヅ子・宮崎久和・奥村俊文・小島義久

●子育て支援センター“あい”情報

このコーナーは、これから親になる方、
そして今子育て真っ最中の方に少しでも役立てていただこうと、
“親と子の関係”について掲載しています。

アイ・ラブ・子育て！
「子育てって楽しいな、子供ってかわいいな」

と思えることを願って…。

“ホッ”

日時◆2月10日（金）午前10時～11時
内容◆「おはなしなごなご」の皆さんによる「おはなし会」
会場◆子育て支援センター

日時◆3月17日（金）午前10時～11時
内容◆思い出クッキング「おやつ作り」（いちごの会）
対象年齢◆３歳以上（なかよしネーム：オレンジ）
会場◆福祉センター３階会議室
問い合わせ◆子育て支援センター1（285）8345（やさしいこ）

子育て　　　 とタイム

気持ちの切り替えと会話
良い親になろうと努力していても、子供に振り回されることが多く、
つい、一言多くなったり、いら立って大きい声を出してしまったり…。
その後、反省し、気分が落ち込んでしまった経験はありませんか？
そんな時は、いつまでも落ち込まず、まず一歩外へ出て体を動かし、
お母さん自身の気持ちを切り替えるのが良いでしょう。そして、普段か
ら「行ってらっしゃい」「お帰りなさい」「ごめんなさい」「ありがとう」
など、いろいろな場面で子供へ言葉を掛けてあげましょう。
家族の会話は、子供の心を落ち着かせ、心豊かに育てます。

移動子育てサロン
第１・第３火曜日　レディースプラザ
2月7日・21日
3月7日
第１・第３金曜日　ラビンプラザ
2月3日・17日
3月3日・17日
時間はいずれも午前９時30分～11時30分（祝日・年末年始
はお休み）
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ひょうたん作りに興味をお持ちの方や栽
培したい方に、ひょうたんの苗を無料で配
付します。
町では平成18年度のふるさとまつりで、

「ひょうたんコンテスト」の開催を予定し
ています。自分で育てたひょうたんを加工
し、コンテストに出品してみてはいかがで
すか。
募集人数◆町内在住の方30人　
※応募者多数の場合は抽選になります。
配布数◆1人当たり苗2本
配布時期◆5月ごろ（お申し込みの方には、
決まり次第ご連絡します）
申し込みと問い合わせ◆2月8日（水）まで
に、農政課農政班へお申し込みください。
1（内線）302

日時◆2月25日（土）午前10時～
会場◆農村環境改善センター生活改善室
内容◆主食：パイナップルピラフ

主菜：福袋　
副菜：ひじきとたこの酢の物
汁物：スキムミルク入りかき玉汁

定員◆20人
※応募者多数の場合は抽選になります。
対象◆町内在住または在勤の方（小学生の
お子さんと一緒に参加できます）
講師◆愛川町食生活改善推進団体「味彩会」
の会員
参加費◆無料
持ち物◆ふきん・エプロン・三角巾

きん

・筆記
用具
申し込みと問い合わせ◆2月15日（水）ま
でに農村環境改善センターへお申し込みく
ださい。1（281）2829（有線）4580
※毎週月曜日は休館日です。

海老名市では、海老名中央公園地下駐車
場を平日に利用できる「平日定期駐車」を
募集しています。

利用日◆月曜日～金曜日（土日祝・12月
29日～1月3日を除く）
入出場時間◆午前7時～午後11時　
料金◆1カ月10,000円　
応募の受け付け◆随時（満車になり次第終
了します）
申請書の配付場所◆海老名市役所道路管理
課・海老名中央公園地下駐車場管理事務所
申請場所◆海老名市役所道路管理課
問い合わせ◆海老名市役所道路管理課1

（231）2111
海老名中央公園地下駐車場1（232）9299

スポーツ施設の予約は、スポーツ施設予
約システムをご利用ください。2月中は5
月分の抽選予約ができます。
5月分の抽選結果は、3月2日（木）から確
認できます。また、メールアドレス登録者
には、当・落選のメールが届きますので、
当選者は3月末日までに本予約を行ってく
ださい。末日までに本予約をしなかった場
合は、翌日から空き施設として開放します。
予約できるスポーツ施設◆田代運動公園・
三増公園（テニスコートのみ）・第1号公
園体育館・中津工業団地第1号公園・中津
工業団地第2号公園・坂本運動場・志田運
動場・小沢ソフトボール場・坂本体育館
※野球場・ソフトボール場（志田運動場・
小沢ソフトボール場は除く）は、2月末日
まで芝生の養生期間のため、使用できませ
ん。
※町立体育館の4月分予約は、第1号公園
体育館の事務所で受け付けます。
※厚木市・清川村のスポーツ施設も抽選予
約できます。
問い合わせ◆スポーツ・文化振興課スポー
ツ振興班1（内線）554・555

●法律相談
3日（金）・10日（金）（17日から変更）午
前10時～午後3時。役場相談室で弁護士が
相談に。3月は3日（金）と17日（金）を予定。
相談を希望される方は電話予約を。予約の

受け付けは、相談日の11日前の月曜日か
ら開始。（月曜日が祝日の場合は翌日）住
民課1（内線）255（有線）4822
●消費生活相談
2日、6日、9日、13日、16日、20日、
23日、27日の午前10時～午後4時。役場
相談室で消費生活専門相談員が相談に。
（電話相談も可）
●交通事故相談
22日（水）午前10時～午後4時。役場相
談室で交通事故専門相談員が相談に。相談
を希望される方は住民課へ電話予約を。
●なやみごと相談
10日（金）午後1時30分～3時30分。役
場相談室で人権擁護委員、行政相談委員が
相談に。（電話相談も可）
●住宅相談
15日（水）午後1時～4時。役場相談室で
建築事業組合愛川の会員の方が新築や増改
築、耐震建築などの相談に。
●行政書士相談
9日（木）午後1時～4時。役場相談室で神
奈川県行政書士会厚木支部の会員の方が相
談に。
●司法書士法律相談
8日（水）午後1時～4時。役場相談室で神
奈川県司法書士会厚木支部の会員の方が相
談に。相談を希望される方は住民課へ電話
予約を。
●教育相談
○不登校・校外生活・非行・就学相談など
＜来所相談＞毎週月・火・木・金曜日の午
前9時～午後4時。役場教育開発センター
で、教育相談員が相談に。
＜出張相談＞6日（月）にレディースプラザ
で、20日（月）にラビンプラザでいずれも
午前10時～午後3時まで行います。
＜電話相談＞土曜・日曜・祝日を除く毎
日、教育開発センター1(内線)546で受け
付けています。
※相談指導教室およびスクールカウンセラ
ー相談に関することも、同センターにお問
い合わせください。
●ハローワーク就労相談会
9日（木）の午前10時から午後3時まで、
役場1階相談コーナーでハローワーク職員
が相談に。

スポーツ

スポーツ施設の抽選予約

ひょうたんを栽培してみませんか

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

相　談
募　集

海老名中央公園地下駐車場
定期駐車を募集中

ごはん食普及推進事業　
料理講習会　



日程◆2月26日（日）午前7時～午後8時
役場前集合
コース◆役場→(バス)→天城トンネル→旧
天城トンネル→踊子遊歩道→河津七滝→
(バス)→河津桜会場→(バス)→稲取つるし
雛見学→(バス)→役場
歩行時間◆3時間(桜見学時間含まず)
参加費◆3,500円(バス代･保険料)
持ち物◆弁当・飲み物・雨具・手袋・トレ
ッキングシューズ・防寒着など
指導◆愛川ダックス・クラブ
対象◆町内在住または在勤の方　　
主催◆春日台会館運営委員会
共催◆教育委員会
申し込みと問い合わせ◆藺牟田(いむた)
1（285）2902
定員になり次第締め切り。申込者が少な
い場合や雨天時は中止となります。

休日や夜間の救急医療を行っている厚木
市メジカルセンターが、2月1日から厚木
市立病院の南東側に移転しました。（厚木
市水引1－16―45）（地図参照）
移転後の新施設は3階建てで、1階が休
日夜間診療所となっています。
診療科目◆内科・小児科
診療時間◆

駐車場◆11台分有ります。
問い合わせ◆厚木市メジカルセンター
1（297）5199 町健康づくり課1（内線）
262

最近、大手金融機関などを装って、「お
金を貸します」といった内容の偽者ダイレ
クトメールや携帯メールなどを送りつけ
て、保証金や保険金名目でお金をだまし取
る新手の手口が急増しています。
このような詐欺行為を「貸します詐欺」
といいます。被害に遭わないよう十分ご注
意ください。
●だまされないために
①取引関係のないところから突然送られて
くる、「お金貸します」とのダイレクトメ
ール・携帯メールなどに注意。
②融資をする前に、さまざまな口実でお金
を振り込ませようとする手口に注意。
③「貸します詐欺」かもしれないと感じた
ら、送金の前に以下に問い合わせ。
「貸します詐欺」被害ホットライン103
（53２0）4775（東京都貸金業対策課）
平日：午前9時～正午・午後1時～4時30
分　
夜間・休日は留守番電話の「受付ダイヤ
ル」になります。

日ごろあまり注目されることがない、わ
たしたちの身近にある石。自然資料展で、そ
んな岩石や砂に注目し、その姿を通じて自然
と人間のかかわりを再認識してみませんか。
日時◆２月5日（日）～19日（日）午前8時30
分～午後5時　※２月7日（火）・14日（火）
は休館日です。
会場◆文化会館1階資料室　
展示内容◆世界各地の砂・町内外の石・地
層断面写真・石器など。
問い合わせ◆スポーツ・文化振興課1（内
線）555

仏果山の頂上に設置されている展望台の
塗装工事を、２月1日（水）から3月31日
（金）まで行います。
この期間は展望台が利用できませんの
で、ご協力をお願いします。
問い合わせ◆商工観光課商工観光班1（内
線）344

歴史や自然について学ぶ「山十文化財セ
ミナー」を開催します。受講料は無料、町
内外・年齢を問わず参加できます。
駐車場が少ないため、なるべくバスをご
利用ください。
定員◆30人（定員になり次第締め切ります）
会場◆古民家山十邸（バス停「局前」下車、
徒歩5分）

主催◆教育委員会
申し込みと問い合わせ◆2月17日（金）まで
に教育委員会スポーツ・文化振興課へお申
し込みください。1（内線）555 有線
4935
時間◆いずれも午後1時30分～3時30分

回 開催日 テーマ 講師

1 2月20日(月) 愛川・厚木の遺跡を歩く 西相文化財研究所　林原利明

2 2月22日(水) 愛川町の植物と生物の多様性 相模原市立博物館　秋山幸也

3 2月25日(土) 愛川町の鳥類
日本野鳥の会　神奈川支部

竹内　裕

4 2月27日(月)
古文書に見る江戸の大名

亜細亜大学講師　松岡　俊
～藩医の記録した井伊家の世継～

5 3月1日(水) 江戸時代の農民の生活
元神奈川県立公文書館主幹

小松郁夫

142006.February

ー シ ョ ン

厚木市メジカルセンターが移転

「貸します詐欺」にご注意ください

仏果山展望台を塗装工事

町民ウォーキング
旧天城街道を歩く

愛川町の自然資料展
「石ころは語る
～自然と人間の関わりを探る」

山十文化財セミナー　古民家で歴史や自然を学ぼう

診療開始 受け付け終了
平　日 午後7時 午後9時30分
土曜日 午後6時 午後9時30分

午前9時 午前11時30分
休　日 午後2時 午後4時30分

午後6時 午後9時30分

駐
車
場 

入
口 

メジカル 
センター 

厚木市立病院 

一方通行 

国
道
　
号
線 

246



町では、登録方式による臨時職員を募集
します。この方式は、4月から平成19年3
月末までの1年間を登録期間として、一般
事務などに従事できる人をあらかじめ登録
し、必要に応じて雇用させていただくもの
です。
募集期間◆2月13日（月）から20日（月）ま
での土・日を除く午前9時から午後5時ま
で。
応募要件◆昭和21年4月2日から昭和62年
4月1日までに生まれた方
応募方法◆市販の履歴書に必要事項を記入
し顔写真を張った上、総務課総務班へ提出
してください。
問い合わせ◆総務課総務班1（内線）211・
216

家の新築や改築などに伴う給水装置の工
事を行うことができる事業者が新たに加わ
りました。
（有）Ｓ＆Ｙ1（253）5705
問い合わせ◆水道事業所業務班1（内線）
295
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●ホール

月日 催　し 開演 終演 主　催 入　場

文化会館 催し案内

2/3
（金）

13：30 15：30愛川町14歳立志式
愛川町・愛川町教育委員
会・愛川中学校・愛川東
中学校・愛川中原中学校

関係者

登録方式による臨時職員募集

※展示場所はすべて1階で、入場は無料です。通常の展示時間は午前9時から午後5時までです。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。

お知らせ

連絡先／住民課住民相談班1（内線）255

譲りたい

▽Ｂ型ベビーカー ▽テーブルチェ
ア・キャリア ▽AＢ型ベビーカーを
無償で。
▽タイヤチェーンを価格相談で。
譲ってほしい

▽犬用サークルを無償で。
▽愛川幼稚園制服（男子・110セ
ンチ以上）▽ルームランナー ▽靴
箱 ▽春日台幼稚園制服（男子・110
センチ以上）▽靴箱を価格相談で。

今月の休日納税窓口
2月26日（日）

午前8時30分～午後5時

役場1階税務課で、町県民税・固定
資産税・軽自動車税・国民健康保険税
が納められます。

今月の納税・納付

固定資産税 第4期分
国民健康保険税 第9期分
介護保険料 第9期分
納期限　2月28日（火）
納税は便利な口座振替で

2/4
（土）

10：00 12：00中津小学校卒業公演
「I  believe in my future」

中津小学校
1（285）0082

無料
（先着535人）

●展示

月日 催　し 主　催 備　考
2/1（水）
～2/13（月）愛川幼稚園書初め展（年長児）

愛川幼稚園
1（281）1237

初日は13:00から
最終日は12:00まで

2/25（土）
～3/12（日）愛川町職員文化展

愛川町職員親睦会

2/25（土）
～3/5（日）

平成17年度（第22回）
緑の標語及び書道コンクール作品展

愛川町都市施設課
1（285）2111

2/5
（日）

13：30 15：00県央愛川農協組合員
研修会

県央愛川農協
1（286）2111

無料
（先着535人）

2/11
（土）

10：00 12：10
愛川幼稚園
新春のつどい
（音楽会と遊戯会）

愛川幼稚園
1（281）1237

無料
（先着535人）

2/18
（土）

13：30 16：30愛川町PTA連絡協議会
活動研究大会

愛川町PTA連絡協議会・
中津小学校
1（285）0082

関係者

2/19
（日）

16：30 20：00

国際ソロプチミスト
愛川認証10周年記念
チャリティー菅原 洋一
Concert“みなさまに感
謝を込めて…”

国際ソロプチミスト愛川
大野1（285）0529

全席自由
2,000円

2/26
（日）

13：50 16：30第6回　
子どもフェスタ21

中津第二小学校
1（285）2960

無料
（先着535人）

愛川町指定給水装置工事事業者
の新規指定

▼「子供の絵」で雑貨を作ろう
ピンクパールプランニング　

▼やおよろず的 玄侑　宗久
▼おりの中の秘密 ジーン・ウィリス
▼遅咲きの人 足立　則夫
▼みんな一緒にバギーに乗って

川端　裕人

問い合わせ◆図書館1（内線）570・571

図書館では2月1日（水）から10日（金）ま
で、蔵書点検のため、図書の閲覧と貸し出
しができません。ご不便をお掛けしますが
ご協力をお願いします。
なお、学習室は2月7日（火）を除き、午前
9時30分から午後５時まで利用できます。

話題の本



日時◆2月6日・2月13日・20日・3月6日
午後1時10分～4時（2日目のみ午前10時
～午後1時）
※4日間1コース（すべて月曜日）
会場◆町保健センター（2日目のみレディ
ースプラザ）
対象◆初めて出産する方とご家族
持ち物◆母子健康手帳、筆記用具
申し込みと問い合わせ◆予約が必要ですの
で、健康づくり課予防班1（内線）264へ申
し込みください。
内容◆

日時◆2月20日（月）午前9時～11時
会場◆町保健センター
対象◆町民の方
内容◆生活習慣病・育児・栄養相談、血圧
測定、尿検査など
問い合わせ◆健康づくり課健康づくり班1

（内線）262
※予約の必要はありませんので、ご希望の
方は当日直接会場へお越しください。

日時◆2月24日（金）午後1時30分～3時30
分
会場◆町役場4階会議室
内容◆笑いと健康
講師◆日本笑い学会　健康心理カウンセラ
ー　清水卓男氏
対象◆町内在住の方
申し込みと問い合わせ◆予約制ですので、
2月17日（金）までに健康づくり課健康づく
り班1（内線）263へお申し込みください。

厚木保健福祉事務所を会場に各種の相
談、検診などを実施しています。事前に電
話で予約をしてください。
申し込みと問い合わせ◆いずれも厚木保健
福祉事務所1（224）1111へ。
●専門医による精神保健および認知症相談
内容◆心の病気の治療や再発予防、認知症
についての相談
アルコール・薬物・シンナーなどの依存症
の相談も行います。
期日◆2月1日（水）・6日（月）・8日（水）・
15日（水）
時間◆午後1時30分～4時
※2月1日（水）は愛川町福祉センターで開
催
●栄養専門相談
内容◆病気の方などの食事相談
期日◆2月7日（火）・21日（火）
時間◆午前9時30分～午後4時
●歯茎検診
内容◆簡単な歯周病チェックとブラッシン
グ指導
対象◆40歳未満の方または妊娠中の方
期日◆2月28日（火）
時間◆午後1時30分～2時
●障害児者のための歯科相談
対象◆心身に障害のある方
期日◆2月2日（木）
時間◆午後1時30分～2時
●エイズ無料検査
期日◆毎週月曜日
時間◆午後1時30分～3時
※電話相談は随時行っています。

16

●健康づくり課 1（285）2111（内線）261～264

イ ド

町民健康相談

厚木保健福祉事務所からのお知らせ

2006.February

マタニティー・セミナー（冬コース）

期　日 内　容
オリエンテーション・自己紹介
妊娠～分娩経過と過ごし方
妊婦体操・ハンドマッサージ・
交流会
※運動のできる服装、バスタオ
ル、テキスト代（400円）をお
持ちください。
妊娠中の食事について
調理実習・試食
※エプロン、材料費（300円）を
お持ちください。
お母さんと赤ちゃんの歯につい
ての話
産後の生活・赤ちゃんのお世話
赤ちゃんと触れ合おう！子育て
支援センターへ訪問
先輩ママに何でも聞いてみよ
う！
※歯ブラシ・コップをお持ちく
ださい。
ファミリープラン（家族計画）
沐浴
もくよく

実習・ＶＴＲ上映
※なるべくご夫婦でご参加くだ
さい。

1日目
2月6日
（月）

2日目
2月13日
（月）

3日目
2月20日
（月）

4日目
3月6日
（月）

町民健康講座
「なるほど納得！健康講座⑧」

花粉症に注意しましょう！

保健師から
一言

花粉症は、スギやヒノキなどの花粉

に対して、体の免疫反応が過剰に反応

するアレルギー症状です。体が花粉を

外に出そうとするために、くしゃみや

鼻水、涙が出るなどのつらい症状が現

れてしまいます。

例年、２月から４月はスギ花粉、４

月から５月はヒノキ花粉が飛散します。

今年は花粉が大量に飛散した昨年と比

べると、比較的少ないといわれますが、

油断は禁物です。

日常生活でのポイント

１．マスクや眼鏡で花粉を防ぎましょ
う。
マスクや眼鏡は、口や目に入る

花粉の量を減少させる効果があり

ます。

２．うがい・洗顔をしましょう。
鼻から吸い込み、のどまで流れ

た花粉はうがいで取り除き、顔の

表面に付いた花粉は洗顔で洗い流

しましょう。

３．家の中に入る花粉の量を減らしま
しょう。
花粉の付きやすい毛織物の着用

は避け、コートなどは玄関で脱ぐ

など、花粉を家の中に入れない工

夫をしましょう。

４．早めに受診しましょう。
花粉症の症状が出始めたころに

受診すると、炎症が進む前に治療

ができ、重症化を防ぐことができ

ます。



乳幼児の健康診査

受け付け◆午後1時15分～2時15分（10
カ月児は午後1時30分～2時15分）
会場◆町保健センター
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
263･264

※3歳6カ月児健診の対象者には、2月下旬
に必要書類をお送りしますので、届かない
方はご連絡ください。

期日◆ 2日28日（火）
受け付け◆午後1時10分～1時45分
会場◆町保健センター
対象◆平成17年11月生まれの子または生
後6カ月未満で未接種の子
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
264
●予防接種を受けるときの注意
①当日、接種会場で体温を測りますので早
めにお越しください。
なお、「予防接種と子どもの健康」を読
み、接種の必要性や副反応について理解し
ておきましょう。
②接種後、ほかの予防接種を受ける際は4
週間以上間隔を空けてください。

お子さんに虫歯はありませんか？虫歯を
なくして丈夫な体をつくりましょう。

会場◆町保健センター
持ち物◆母子健康手帳・乳幼児手帳のアン
ケート・歯ブラシ・タオル・コップ
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
263・264

※むしばいばい（虫歯予防）教室の終了は、
午前11時30分ごろの予定です。
※育児についてお悩みの方は、保健師が相
談をお受けします。
※2歳児歯科検診では、身長・体重測定も
行っています。

親子で楽しめるクッキング教室を行いま
す。「おいしい」は心と体の栄養です。
日時◆2月21日（火）午前10時～正午
会場◆町保健センター
対象◆親子10組　※子は3～4歳児を対象
内容◆食・生活習慣についての話や簡単な
調理実習
メニュー◆ミートパイ、カリフラワーとブ
ロッコリーのスープ煮、フルーツ白玉
持ち物◆母子健康手帳、筆記用具、エプロ
ン、三角巾

きん

、テキスト代（100円）
申し込みと問い合わせ◆予約制ですので、
2月17日（金）までに健康づくり課健康づく
り班1（内線）264へお申し込みください。

接種対象年齢が14歳以上16歳未満の
「第3期日本脳炎予防接種」が、予防接種
法改正により廃止されました。
なお、第1期（生後6カ月以上7歳6カ月
未満）・第2期（9歳以上13歳未満）の日
本脳炎予防接種については、平成17年5月
30日付で厚生労働省からの勧告を受け、
引き続き接種を勧めることを見合わせてい
ます。
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
263・264

予防接種法の改正に伴い、4月1日から
麻疹・風疹の接種時期と方法が次のとおり
変更されます。
平成16年4月1日以前に生まれた子、ま
たは麻疹・風疹のどちらかの単独ワクチン
を接種した子は、4月1日以降、麻疹・風
疹（二種混合）の予防接種が受けられなくな
りますので、3月31日までに麻疹・風疹の
予防接種（単独接種）を完了してください。
麻疹または風疹の予防接種を受けた後は
4週間以上の接種間隔が必要となり、麻疹
と風疹の予防接種を完了させるためには、
約2カ月間が必要となります。

問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
263・264

女性が活躍する場の広がりに伴い、人間
関係や育児・介護などのストレスや健康上
の悩みを感じる方が増えています。町では、
こうした方が気軽に相談できるよう、女性
医師による保健医療相談を開催します。
日時◆2月16日（木）午後1時～3時
※相談は20分程度です。
会場◆町保健センター
内容◆女性医師（皮膚科）による健康相談
対象◆女性の方のみ
申し込みと問い合わせ◆1日4人の予約制
ですので、健康づくり課健康づくり班1

（内線）262へお申し込みください。

次の日程で献血を行います。皆さんのご
協力をお願いします。
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乳幼児の健康診査

保 健 ガ

対　象

4 カ月児
（17年10
月生まれ）

10カ月児
（17年5月
生まれ）

1歳6カ月児
（16年8月
生 ま れ ）

3歳6カ月児
（14年8月
生 ま れ ）

3月7日
（火）

3月9日
（木）

3月10日
（金）

3月14日
（火）

母子健康手帳、
乳幼児手帳の
アンケート

母子健康手帳、
乳幼児手帳の
アンケート

母子健康手帳、歯
ブラシ、タオル、
当日の朝の尿、乳
幼児手帳のアンケ
ート、視力・聴力
の調査票（記入済
みのもの）

期　日 持ち物

母子健康手帳、
歯ブラシ、タオ
ル、乳幼児手帳
のアンケート

献血のお知らせ

乳児ＢＣＧ予防接種
女性のための保健医療相談

お子さんの歯科保健指導

ぱくぱくクッキング教室

教室名

むしばいばい
（虫歯予防）
教室

期　日

2月23日
（木）

対　象 受け付け

17年1月
生まれ

午前9時
30分～
10時

2歳児
歯科検診

2月23日
（木）

15年7月
・

16年1月
生まれ

午後 1時
30分～
2時30分

第3期日本脳炎予防接種が
廃止されました

麻
ま

疹
しん

・風疹
ふうしん

の予防接種の時期と
方法が変更

変更前 変更後

接種
時期

接種
方法

第1期：1歳～2歳
未満の子
第2期：小学校入
学前の1年間で5歳
～7歳未満の子

1歳～7歳
6カ月未満の子
※麻疹・風疹各1
回接種

麻疹・風疹混合ワ
クチン（二種混合）
による接種

麻疹ワクチンお
よび風疹ワクチ
ンによる単独接
種

期日 時間 会場・実施団体

2月27日 午前10時～正午
愛川町役場

（月） 午後1時～3時
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皆
さ
ん
は
拡
大
写
本
を
ご
存
じ
で
す
か
。
そ
れ
は
視
力
の
弱
い
方
の
た
め
に
、

本
の
文
字
を
大
き
く
し
た
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
た
り
し
て
、

元
と
同
じ
内
容
の
本
を
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
。

毎
週
木
曜
日
、
愛
川
東
中
学
校
に
集
ま
る
「
拡
大
写
本
し

お
さ
い
」
の
会
員
18
人
は
、
20
代
か
ら
60
代
ま
で
幅
広
い

年
代
の
皆
さ
ん
。
主
に
視
力
の
弱
い
子
供
た
ち
た
め
の
拡

大
写
本
の
教
科
書
を
作
る
た
め
、
一
字
一
字
文
字
を
書
き

写
し
た
り
、
絵
を
張
り
付
け
た
り
す
る
細
か
い
作
業
を
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
活
動
す
る
皆
さ
ん
は
、
拡
大
写
本
作
り

に
興
味
を
持
ち
、
５
年
前
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
愛
川
東
中
学
校

で
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
自
宅
で
家
事
な
ど
の
合
間
を
縫
っ
て
製

作
し
て
い
ま
す
。

「
視
力
の
弱
い
児
童
は
、
通
常
の
教
科
書
が
読
み
に
く
く
、
我
慢
し
て
使
っ
て
い

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
教
科
書
を
拡
大
コ
ピ
ー
し
た
だ
け
で
は
余
白
が

多
く
、
か
え
っ
て
読
み
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の

文
字
を
手
で
大
き
く
書
き
直
し
、
新
し
い
教
科
書
を
作
り
出
す
の
で
す
。
教
科
書

１
冊
分
の
完
成
ま
で
に
は
お
よ
そ
半
年
間
も
か
か
り
、
根
気
が
い
る
作
業
で
す
が
、

出
来
上
が
っ
た
と
き
の
達
成
感
は
何
事
に
も
代
え
難
い
」
と
い
い
ま
す
。

こ
う
し
て
作
ら
れ
た
拡
大
写
本
は
、
必
要
と
し
て
い
る
児
童
へ
無
料
で
渡
さ
れ

ま
す
。
教
科
書
が
見
や
す
い
の
と
同
時
に
、
作
り
手
の
温
か
い
気
持
ち
も
伝
わ
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
拡
大
写
本
し
お
さ
い
」
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
、
パ
ソ
コ
ン
の
得
意
な
方
、
文
字
や
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
な
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

活
動
日
・
活
動
場
所
◆
愛
川
東
中
学
校
多
目
的
室
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

連
絡
先
◆
熊
坂
1（
２
８
５
）７
７
９
０

サ
ー
ク
ル
紹
介
No.
86

手
作
り
の
教
科
書
が
伝
え
る
温
か
い
気
持
ち

【
拡
大
写
本
し
お
さ
い
】

●
お
知
ら
せ
●

サ
ー
ク
ル
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
希
望
の
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
班
1（
内
線
）２
１
２
ま
で
。

1月8日、本町最大のスポーツイベント「第51回愛川町一周駅伝
競走大会」が盛大に開催されました。今大会は2部制のチーム対抗
で、第1部に町内29の行政区チームと友好都市長野県立科町（オ
ープン参加）が、第2部には愛川高校と愛川町役場の2チームが出場
し、それぞれ健脚を競い合いました。
熱戦を制したのは田代区Ａチーム。絶好のチームワークで見事
大会3連覇を飾りました。また、スタート直後の三増公園陸上競技

場内では、スポーツ少年
団11チームが参加した
「スポーツ少年団ミニ駅伝
競走大会」も開催され、
ジュニアフェニックスＡ
（少年野球チーム）がトッ
プ賞を獲得しました。

代区Ａが大会3連覇で優勝
第51回愛川町一周駅伝競走大会田

3連覇を果たした田代区Ａチーム
【総合成績】
第1部
優　勝 田代区Ａ （1時間35分46秒）
準優勝 細野区Ａ （1時間38分59秒）
第3位 大塚区 （1時間39分50秒）
第4位 春日台区Ａ （1時間42分35秒）
第5位 原臼区Ａ （1時間42分48秒）
第6位 箕輪区 （1時間43分34秒）
第2部
優　勝 愛川町役場 （1時間46分03秒）
準優勝 愛川高校 （1時間55分53秒）

【区間記録】（敬称略）
第1区（5,890Ｍ） 高橋　竜也（小沢区） 17分06秒　区間新記録
第2区（2,900Ｍ） 八木　宏平（六倉区Ａ） 09分00秒　区間タイ記録
第3区（3,740Ｍ） 村田　大輔（田代区Ａ） 12分04秒
第4区（3,730Ｍ） 吉川　文彬（角田区Ａ） 12分49秒
第5区（2,190Ｍ） 澤口　美忠（細野区Ａ） 07分38秒
第6区（4,766Ｍ） 志田　裕一（田代区Ａ） 15分46秒
第7区（5,282Ｍ） 松本　光　（細野区Ａ） 17分15秒



愛川
歳おめでとうございます
平本イマさんに記念品100

クリスマスの時季に、美しいイルミネーションで町全体をラ
イトアップし、地域の活性化を図ることを目的に行われた、町
観光協会主催の「イルミネーションコンクール2005」。色とり
どりのイルミネーションで飾り付け、同コンクールに応募した
12住宅、5店舗の中から、高橋一郎さん宅と（有）寿々喜菓子舗
さんの店舗が最優秀賞に選ばれました。
どの家も個性的で美しく、優劣付けがたいものばかりの中、町
観光協会役員によりイルミネーションの完成度やデザイン性、ア
イデアなどさまざまな項目から審査が行われました。
入賞者は次の皆さんで、表彰式では、町観光協会からトロフ
ィーなどが贈られました。（敬称略）

【個人の部】
最優秀賞 高橋一郎（角田）
優秀賞 高橋哲男（角田）
優秀賞 井上治生（半原）

【法人の部】
最優秀賞（有）寿々喜菓子舗（半原）
優秀賞 フレックスライオン（角田）
優秀賞 （有）ガトウミヤ洋菓子店（中津）

ルミネーションコンクール2005
最優秀賞は、高橋一郎さんと（有）寿々喜菓子舗さんイ

１月8日、二十歳を迎えた若者たちを祝う成人式が町文化会館で
開催され、町内では605人がめでたく大人の仲間入りをしました。

会場では、久しぶりに再会した友人と
近況を報告し合う姿があちこちで見ら
れました。
今回も、新成人の有志17人で構成す
る「成人式実行委員会」が、一生に一
度の式を思い出に残るものにしようと、
昨年7月から準備を進めてきました。

式典後のアトラクションでは、中学校時代のスナップ写真をス
クリーンに映し出した
り、恩師がお祝いの言
葉を述べたりと、趣向
を凝らした企画で盛り
上がり、大きな拍手と
歓声が上がりました。
また、同実行委員会
では式の最中に募金を
呼び掛け、集まった
19,181円を町社会福祉
協議会に寄付しました。

歳の門出を祝う成人式
605人が大人の仲間入り二十
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愛川Aikawa Topics
トピックス

このほど、田代にお住まいの平本イマさんがめでたく100歳の誕

生日を迎え、訪問した山田町長から、花束や記念品が贈られました。

平本さんは、明治38年に清川村で生まれ、かつては半原で撚糸業

に従事していました。現在は4人の孫と8人のひ孫に恵まれています。

好物は甘い食べ物。趣味は土いじりなどで、夏場は夕方から暗くな

るまで、庭で草むしりに精を出しているそうです。

これからもますますお元気で長生きしてください。

高橋一郎さん宅

（有）寿々喜菓子舗さん
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人　口　　　42,033（－23）

男　　　　21,663（－12）

女　　　　20,370（－11）

世　帯　　　14,975（＋04）

人口と世帯
1月1日現在
( )内は前月比

古紙配合率100％再生紙を使用しています

日 月 火 水 木 金 土

4

8 9 10 115 6 7

1 2 3

15 16 17 1812 13 14

22 23 24 2519 20 21

3/1 2 3 426 27 28

なやみごと相談
1歳6カ月児健康診査
法律相談

ハローワーク就労相
談会
消費生活相談
行政書士相談
10カ月児健康診査

消費生活相談
女性のための保健医
療相談

司法書士法律相談

住宅相談

4カ月児健康診査

3歳6カ月児健康診査

消費生活相談
マタニティーセミナー

消費生活相談
マタニティーセミナー

法律相談消費生活相談

市町村対抗「かなが
わ駅伝」競走大会

町民健康講座消費生活相談
むしばいばい教室
2歳児歯科検診

交通事故相談ぱくぱくクッキング
教室

消費生活相談
町民健康相談
マタニティーセミナー

法律相談消費生活相談乳児BCG予防接種消費生活相談
献血

休日納税窓口

2月

文化会館休館日

毎週火曜日

図書館休館日

毎週火曜日・1日（水）～10日（金）※蔵書点検のため

第1号公園体育館休館日　　

毎週火曜日

田代運動公園・三増公園陸上競技場休園日　

毎週火曜日・13日（月）

図書館開館時間

午前９時30分～午後6時

休館の
お知らせ

秦野市から相模湖までの51.5キロメートルを、県内各
市町村の代表選手がたすきをつなぐ、第60回市町村対抗
「かながわ駅伝」競走大会が、今月12日（日）に開催され
ます。
町内を走る第６区は、国道412号を田代平山付近から
愛川ふれあいの村入口を通り、津久井町へ抜ける10.7キ
ロメートルのコース。選手の通過予定時刻は、午前10時
30分から11時ごろです。
沿道でのご声援をお願いします。

問い合わせ◆スポーツ・文化振興課スポーツ振興班
1（内線）554

●ごみ減量化標語● 「知恵と工夫にアイデア加え　資源に変えようごみの山」

2月12
日（日）

秦野市
中央運

動公園
を

9時スタ
ート
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